
人口と世帯数
12月 1日現在　（　）は前月比

人口　82,698 人（＋ 5人 )　　男　39,923 人（＋ 6人）　女　42,775 人（－ 1人）　世帯　31,902 世帯（+18世帯 )

市
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
の
「
中
期
財
政
見
通
し
（
一
般
会
計
）」

を
ま
と
め
ま
し
た
。
見
通
し
に
よ
る
と
、
平
成
21
年
８
月
に
策
定
し
た
「
財
政
早

期
健
全
化
計
画
」
の
取
組
み
の
ほ
か
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
増
額
に
伴
い
、
同
計

画
の
赤
字
見
込
額
が
改
善
す
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
、
今
後
発
生
す
る
累
積
赤
字
を
速
や
か
に

解
消
し
な
が
ら
、
改
革
達
成
か
ら
躍
進
へ
と
着
実
な
歩
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
20
年
に
作
成
し
た
中
期
財
政
見

通
し
で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
の
３

ヵ
年
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
精
算
の

ほ
か
、
市
立
病
院
と
土
地
開
発
公
社
の

経
営
健
全
化
の
た
め
、
多
額
の
経
費
負

担
が
集
中
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
平
成

22
年
度
の
一
般
会
計
収
支
で
赤
字
が
発

生
。
平
成
24
年
度
末
に
見
込
ま
れ
る
累

積
赤
字
額
が
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
で
定
め
ら

れ
る
基
準
を
超
え
、「
財
政
健
全
化
団

体
」
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
昨
年
８
月
に
、
歳
入
確

保
や
歳
出
削
減
な
ど
の
取
組
み
を
内
容

と
し
た
「
名
張
市
財
政
早
期
健
全
化
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
現
在
、「
市

政
一
新
プ
ロ
グ
ラ
ム―

完
結
編―

」

と
併
せ
て
、
健
全
化
の
取
組
み
を
推
進

し
て
い
ま
す
（「
市
政
一
新
」
の
取
組

み
を
２
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

　

そ
ん
な
中
、
今
回
策
定
し
た
中
期
財

政
見
通
し
で
は
、
市
立
病
院
の
経
営
改

　

財
政
経
営
室　
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革
に
伴
う
経
費
な
ど
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
も
の
の
、
財
政
健
全
化
の
取

組
み
の
ほ
か
、
国
の
政
策
に
伴
う
地

方
交
付
税
の
増
額
や
、
経
済
対
策
交

付
金
な
ど
の
歳
入
増
加
に
よ
り
、
平

成
24
年
度
末
に
見
込
ま
れ
る
最
大
赤

字
額
が
、
10
億
２
６
０
０
万
円
か
ら

４
億
７
１
０
０
万
円
へ
と
、
大
幅
に
改

善
す
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

従
っ
て
、
財
政
早
期
健
全
化
計
画
で

は
、
累
積
赤
字
の
解
消
を
平
成
25
年

度
以
降
５
年
を
目
途
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
策
定
し
た
見
通
し
で
は
、
平

成
27
年
度
ま
で
の
３
年
で
解
消
で
き
る

と
見
込
ま
れ
、
速
や
か
な
赤
字
解
消
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

財
政
健
全
化
に
向
け
、
赤
字
の
発
生

が
見
込
ま
れ
る
平
成
24
年
度
ま
で
が
最

後
の
ヤ
マ
場
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
乗

り
越
え
な
が
ら
、
改
革
達
成
か
ら
躍
進

へ
と
着
実
な
歩
み
を
進
め
、
将
来
に
わ

た
り
持
続
可
能
な
自
主
自
立
の
自
治
体

に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

5 億円 22年度 23年度 24年度 25年度

0

△10億円

△20億円

△30億円

26年度 27年度

△5億円

一般会計収支の見通し一般会計収支の見通し

累積収支（折れ線グラフ）

単年度収支
（棒グラフ）

△10億2,600万円

累積収支

累積赤字約19億円で財政健全化団体

累積赤字約30億円で財政再生団体

単年度収支21年策定の財政早期健全化計画（Ｈ22～25年度）

累積収支 単年度収支今回策定の中期財政見通し（Ｈ23～27年度）

△4億7,100万円△4億7,100万円

　

改
革
達
成
か
ら
躍
進
へ

中
期
財
政
見
通
し

中
期
財
政
見
通
し

平
成
平
成
2323
年
度
〜

年
度
〜
2727
年
度
年
度

累積赤字の解消は、平成 25年
度以降５年を目処としていま
したが、平成 27年度には解消
できる見込みです。

主な内容

発行／名張市企画財政部広報対話室　〒518-0492 名張市鴻之台1-1
　 0595-63-7402　　64-2560　  info@city.nabari.mie.jp
　 http://www.city.nabari.lg.jp
携帯版　 http://www.city.nabari.lg.jp/m_index.htm
　バーコード読み取り対応の携帯電話端末から携帯版    へ　

広報 市の情報ひとまとめ 12－3号 No.889
毎月4回発行（日曜日）

2010年（平成22年） 　12月19日日発行

P2…「市政一新」の取組み　　P3～6…ふるさとい～な　　P7…暮らしの情報　　P8…男女共同参画センターの相談

最大赤字額が、財政健全化の取組
みのほか、歳入の増加により 10
億 2,600 万円から４億 7,100 万
円に改善する見込みです。

中
期
財
政
見
通
し
に
つ
い
て
は
、　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す



第 1次市政一新プログラム 「
市
政
一
新
」

「
市
政
一
新
」

こ
れ
ま
で
の
取
組
み

こ
れ
ま
で
の
取
組
み

　

 

行
政
改
革
推
進
室　

63
‐
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　平成 14年 9月に「財政非常事態宣言」を発せざるを得ないという厳しい財政状況の
中、「財政健全化緊急対策」と「第１次市政一新プログラム」（平成 15～ 18年度）の
一体的な取組みをスタートさせました。
　「協働」「効率」「自立」を基本的な理念・目標としながら、従来の考え方を革新・一
新する「市政一新（市行財政経営一新）」の考えで、市民の皆さんの協力のもと、経費
節減に向けた取組みをはじめ、「自治基本条例」の制定や「ゆめづくり地域予算制度」
の導入、地区公民館の地域運営など、市民の力をまちづくりに発揮していただく仕組み
づくりを進めました。

従来の考え方を革新・一新
平成15年度～18年度

第 2次市政一新プログラム

主な取組み

　第1次の取組みにより、財政経営の最も深刻な事態は回避できました。しかし、国の「歳
出・歳入一体改革」の影響などによる歳入減少や義務的経費の歳出増加が想定され、計
画策定時には、平成 19～ 21年度に 21億円の財源不足が見込まれました。
　そこで、持続可能な自治体の実現に向けて、「都市内分権の推進」「効率・効果的な自
治体運営の推進」を２つの柱とし、改革の流れを進化させていきました。

持続可能な自治のまちをめざして

都市内分権の推進

○「新しい公」の基本方針策定、「新しい公」推進の委託
　　事業、提案公募型事業の取組み実施
○区長制度の見直し、地域づくり組織条例の制定
○条例による地域づくり組織の設置
○地域づくり組織と市民活動団体の協働促進
○名張市市民情報交流センターの開設　
○ごみ収集業務の民間委託推進
○指定管理者制度の導入　（新規）赤目四十八滝キャンプ場、
　武道交流館いきいき　（更新）公民館・市民センターなど 34施設

○民営化の実施 　箕曲保育所 ､心身障害者小規模授産施設「もみじの家」

効率・効果的な自治体運営の推進

○職員数縮減、給料などのカット　　
○総合窓口センターの開設
○事務事業の評価、改善、見直し（考査制度の活用）
○市立病院・土地開発公社などの経営改善
○幼稚園・保育所業務の窓口一本化　
○広報紙・公用車・共通封筒への有料広告の導入
○一般廃棄物手数料の見直し、家庭ごみの有料化

平成19年度～21年度

　「自治のまち」の実現に向けて、市民の皆さんによる自主的・自立的なまちづくりを進
めるため、区長制度の見直しや地域づくり組織条例の制定、市民情報交流センターの開設
など、「都市内分権」の仕組みづくりに取り組みました。

主な取組み

　行財政運営の効率化を図るため、行財政マネジメントサイクルの構築、組織・機構の見
直しなど、行政コストの抑制や歳入確保に取り組みました。職員数は、平成 21年 4月で
551人（消防・病院部門を除く）となり、平成 14年度から 115人を縮減しました。 職員数

（人）

職員数（棒グラフ） 　人件費
（折れ線
　グラフ）

人件費
（億円）

10　 　 　 　 　 20　 　 　 　 　 30　 　 　 　 　 40　 　 　 　 　 50

200　 　 　 　 400 　 　 　 　 600　 　 　 　   800　 　 　 　 1000
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215
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652 208208
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616 205

608 207

583 216216

571 215

551 215

101

107

108

平成14年度

平成15年度

平成16年度

平成17年度

平成18年度

平成19年度

平成20年度

平成21年度

消防・病院部門職員を除いた職員数 病院職員数 消防職員数

人件費（決算数値 /伊賀南部消防組合解散による消防部門の増加要素除く）
人件費（決算数値）

市政一新プログラム―完結編―

　１次・２次に続く市政一新プログラムを、これまでの取組みが実を結ぶ - 完結編 - と
しています。目指す姿は、市民の皆さんによる地域力が活きる「新しい公」の活動が息
づき、民間活力の発揮や効率化による持続可能な財政経営のもと、相互理解・信頼関係
を基礎にした最適に機能する行政が、その果たすべき役割を担うという社会です。
　厳しい財政状況の最後のヤマ場を乗り越え、市民主権、自治のまちづくりに向けて、
さまざまな「力」が発揮できる未来につなげていくために、「財政早期健全化計画」と
連動させながら、引き続き、行財政改革の取組みを進めていきます。

市政一新の総仕上げ

職員数と人件費の推移　※人件費は一般財源ベース

第 2次市政一新プログラムの効果抑制額
平成19～21年度の効果抑制額は、歳入確保、歳出抑制、
過年度の継続効果抑制額を含め、約 30億円でした。

単

年

度 効果抑制額（計）
③＝①＋②

歳入確保①

平成19年度

5,552万円

6億6,744万円

7億2,295万円

7億2,295万円

2億6,154万円

3億1,941万円

5億8,094万円

4億7,681万円

10億5,775万円

2億3,304万円

4億　772万円

6億4,076万円

6億2,921万円

12億6,997万円

5億5,009万円

13億9,456万円

19億4,465万円

11億　602万円

30億5,068万円

平成20年度 平成21年度 合　計

過年度の継続効果
抑制額④
効果抑制額（累計）
③＋④

歳出抑制②

――

平成22年度～25年度

※効果抑制額は、改革項目の取組みから歳入確保・歳出抑制された効
果額を算出したもので余剰金として生じたものではありません。
※職員縮減による人件費抑制などは、翌年度以降にも効果が継続する
ことから、過年度の継続効果抑制額として算出しています。
※万円未満を四捨五入しているため、合計が合わない場合があります。

依
然
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
間
、
皆
さ
ん
に
支
え
ら

れ
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
自
治
体
を
目
指
し
、
支
出
を
切
り
詰
め
、
収
入
を

増
や
す
た
め
の
取
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
市
政
一
新
の
取

組
み
を
、「
第
２
次
市
政
一
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
平
成
19
〜
21
年
度
）
の
成
果

を
中
心
に
報
告
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た

2010 年（平成 22年）12月 19日日　2

市民活動の拠点、また、情報交流
の場となる市民情報交流センター

「ワンストップサービス」を可能と
した総合窓口センター

○市政一新プログラムについて詳しくは、　市のホームページにも掲載しています。
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